
関東学院六葉会  六葉会幹事会 議事録 
 

日 時： 2011 年 1 月 21 日（金）19:00～ 

場 所： 関東学院六浦中学校・高等学校２階会議室] 

出席者： 常盤達雄(２回)･加藤武(６回)･加茂正行(８回)･永野肇(8 回)･大竹良(15 回)･蒲谷茂(19 回)･野澤一良(20 回)･石井裕一(21 回) 

今坂伸二(23 回）･萩原孝(26 回）･高橋浩司(30 回）･甲斐深雪（31 回）･横地康子(32 回)･中田努(34 回)･秋吉和史(35 回) 

高石智一(43 回)･芹田祐一(44 回)･柴崎康介(58 回)     以上 18 名（敬称略） 

来 賓： 板井良太事務長 

司 会： 萩原孝 

書 記： 甲斐深雪 

配布物： １１月２６日分議事録・１２月２０日分委員会会議メモ 

      

１．開会の言葉（永野） 

 

２．学校より（板井事務長） 

  入試間近になり緊張感があります。 

  １号館のトイレを夏頃に整備の予定です。 

 

３．議事録の確認    常任幹事会（１１月２６日）・委員会（１２月２０日） 

 

４．報告事項 

  ①会報委員会より 

   １２月９日に会報委員会を開催→１２月２０日委員会開催 

   現在、半分の記事ができあがっているので今月末に全てエイコープリントに渡せると思います。 

  ③合同より 

   常任理事との懇談会（１２月６日）・学校法人役員との面談（１月１８日）・ 

   合同同窓会幹事会（２月７日予定） 

 

5．協議事項 

  ①来年度総会について 

   ・日程について     5 月 21 日(土）午後を予定 

   ・告 知     会報・同封のプリント・封筒に印刷・六葉会 HP 

   ・総会議案書     決算・事業報告・予算案・事業計画 

   ・当日のスケジュール     茶話会の実施 

   ・予 算        茶話会 10 万円  議案書 5 万円 

 

  ②会報２３号について 

    印刷費 972,248 円 

    発送費 693,000 円 

    ＊会報についての経過報告    発送は、4 月 10 日に完了予定 

 

  ③次年度事業計画と予算案 

   ・概算 



    会報１７０万円・総会１５万円・HCD２５万円（パーティー１０万円・告知５万円・他１０万円） 

    六浦祭１０万円（六葉会の部屋）・HP 改修５万円（住所変更を携帯サイトからできるように） 

    卒業アルバムのデジタル化２０万円（今後卒業アルバム作成の際にデジタル化してもらいたい） 

   ・新規事業は、協議して決定する 

 

６．その他  欠席者への議事録の送付をすることが必要ではないか。読みたい人が、読めるようにしたらよいのではないか。 

 

７．次回日程 

  幹事会 ２０１１年２月１７日（木）１９：００～ 

           ３月２９日(火）１９：００～会議室にて 

 

８．関東学院に望むこと等（ひとりずつ意見を述べました） 

・関東学院のイメージアップ対策として、学校周辺だけを取りこむのでは無く、金沢八景駅周辺も学院エリアとして取りこみ、

商店街の方々との交流も積極的に行うべき。 

・常任幹事会の際出されているお弁当等は、３００円から５００円位徴収してはどうか。 

・学院全体では無いが、六浦の評価を上げるためには、在校生の進路は、外部に出た方が良い。 

・受験者数が減っていることへの対策は、魅力ある学校にすることだと思う。また、卒業生が通ってよかったと思える学校つく

りが大切です。 

・コミュニケーションを重視し、個性を生かす教育が大切。 

・常任幹事会のお弁当は、あっても無くてもどちらでも良いと思う。 

・関東で一緒に学んだ仲間とは、「関六会」をつくり毎月会っています。 

・学生を教育し、育て社会に送り出し、その者が評価され、卒業した学校も評価されるようになるには、とても時間がかかるも

のです。 

・大学ラグビー部の春口監督が、何十年も掛けて日本一に育て上げたことも同じです。 

・今の理事が、犠牲的精神で取り組、辞めた頃、評価してもらえればいいと考えてやって欲しい。 

・三春台と六浦を統合するのは、論外である。 

・卒業生のとして、母校で教鞭を取る立場であるが、多くの人に入学を勧められる学校にしたい。変えていかないといけない点

もあると思う。 

・大学のサッカー部は、横浜マリノスの田中さん（Ｓ級資格）をチーフコーチトしたりしています。横浜マリノスは、関東学院

と提携してやって行きたいと考えているので、学院側も考慮して対応すべきと思う。 

・大学のサッカー部は、金沢八景駅の周辺清掃を定期的に行っている。 

・卒業生のとして、母校で教鞭を取る立場ですが、魅力的な学校つくりに努めていきたいです。２年前には、月１回のボランテ

ィアを実施していましたが、今は、行っていません。先生方のスケジュールが過密になり物事を豊かに考えられなくなってい

ます。教師もテーマを決めて学ぶことが大切です。 

・中高一貫教育でなかった頃は、高校から入学する者もいて、友達の輪が広がる良さがあった。 

・逗葉六葉会や横須賀市役所六葉会は、今、活動停止中です。今度、横須賀市の副市長が、卒業生の広川さんが就任されたので、

活動再開の相談をする予定です。 

・マーチングバンドの大会の手伝いをしていますが、以前は、三春台はいつも上位入賞していたのですが、今は、人数も減り、

成績も奮いません。最近は、創価高校のルネッサンスや天理高校のアイマッチと言う宗教団体系のチームばかり上位を独占し

ています。学院全体で、支援する必要があると思います。 

・卒業生であると同時に母校に子供を通わす保護者でもあります。子供は、幼稚園（３才）からずーっと関東にいて、友達もず

ーっと一緒に居るのに今でも一週間に３日は、家に遊びに来ます。大学も関東の人間環境学部に行きたいと言っていますし就

職も関東学院にしたいと言っています。関東と関東の友達が大好きなんです。関東学院がなくならないようにして欲しいです。 



・６回生までは、手を挙げれば（希望すれば）誰でも大学に進学させてくれました。幼稚園から大学院まで、スムーズに行ける

ようにして欲しい。 

・最近は、関東に染まってきて、関東語が通じるようになり嬉しいです。関東出身者の良さは、対価を求めない奉仕の精神です。 

・大学に神学部がなくなったのが、凋落の原因だと思う。 

・学院１２５周年記念事業の実行委員会に参加した際、記念に神学部復活を市てはどうかと提案したが、「何ですかそれは？」

と言われてしまった。 

・幼稚園から大学まで関東で学んだので、皆、仲が良い。また、そういう人が理事になって欲しい。 

・合同同窓会は、だらしない。 

・大学のＯＢが、支えていかないといけない。 

・関東学院は、良い学校、職員も良い人が多い、やり方が下手くそ、あぐらをかいてやらず、上品も良いが、もっとアピールを

した方が良い。 

・神学部が、無いとリーダーシップの話しができない。 

・神学部は、各学年１人でもいいし、文学部の学科としても良い。 

 

９．閉会のことば（常盤） 

   今日も活発な議論があり良かったと思います。ありがとうございました。 

 


